
他社の プレミアム補聴器ブランドの機能については 「装用
者が聞きたい情報が信号に含まれている場合」に、音声は
特定の方法で処理されると明記されている。このような記
述は、リサウンドと他社補聴器ブランドとの製品開発に対
する基本的な考え方の違いを端的に示している。これは、
補聴器装用者が聞きたい情報が信号に含まれているかどう
かを判断する有効な方法を、補聴器技術は備えていないた
めである。他社補聴器ブランドが採用するこのアプローチ
は、補聴器が装用者に代わって意思決定を行い、難聴者を
支援することを意味する。リサウンドは、ユーザーがきこ
えを制御できるよう補聴器がサポートするという、反対の
アプローチを採用している。このアプローチをオーガニッ
クヒアリングと呼んでいる。自然な音を聞き、自然な形で
残存聴力を活用できるという着想に基づくオーガニックヒ
アリングの理念は、人々が最も直感的に自然な方法で周囲
の環境とつながることを可能にする。

難聴者が支援を求めるかどうかは、難聴者自身が聴覚障害
であると自覚しているかどうかが大きく影響し1、聴覚ケ
ア専門家（HCP）は、主要な訴えが、騒音下での聞こえ
の困難さであることを認識する。補聴器を入手した人々は
生活の質が向上し、補聴器に非常に満足していると報告し
ている。2 ただし、補聴器ユーザーの約 3 分の 1 は、大人
数や騒音下での会話についていけないという不満を抱えて
いる。3 そのため、リサウンドは騒音下で人々がよりうまく
対処できるようにする解決策の開発に重点を置いている。 

実生活におけるノイズマネジメント
ラボテストにおいて、用いられる雑音は、定常スピーチノ
イズ(マルチトーカーノイズ)が使用されることが多い。し
かし、現実の状況では、さまざまな雑音が補聴器ユーザー
の聞き取り目標を妨害する要素となる。それらの雑音は、
エアコンの風切り音やモーターの音などの定常雑音の場合
もあれば、犬の鳴き声やテレビの音、人々の会話である
場合もある。実際、参加者に日常環境での煩わしい音につ
いて記録を付けるよう求めたテストでは、「人間の話し言
葉・発話音」が他の雑音よりも多く挙げられている。4 さ
らに、ある瞬間には雑音であったものが、次の瞬間では関
心のある信号になることもある。補聴器ユーザーが、カー
ステレオで音楽を聴きながら運転しており、2 人の同乗者
が装用者の関心のない話題についておしゃべりをしている
場面があるとする。その場合、同乗者の会話は雑音と見な
される可能性がある。しかし、同乗者の 1 人が突然、「次
の信号で左に曲がってください」など、運転手にとって重
要な情報を発した場合、音楽が雑音になり、同乗者の声が
関心対象の信号となる。補聴器の環境分類システムは、こ
のような状況において、さまざまな信号を強調したり抑制
したりする方法を管理する。本論文や他の論文で報告され
た環境クラシファイアのテストで示されているように、5,6 
分類によっては、装用者の意志で集中したり、聞き流した
り、集中するものを変えたりする能力のサポートに繋がら
ない可能性がある。 

オーガニックヒアリングの理念に基づき、リサウンドは人工
的なラボ条件の中だけでなく、日常生活の騒音下でもきこ
えを改善するための解決策となっている。言い換えれば、
リサウンドは実用的に、二次的な問題を引き起こすことな
く、日常生活での聞き取りづらさを軽減するのに役立つので
ある。指向性マイクは、騒音下での聞こえを促進する、今
日補聴器に搭載されている最も強力なツールである。しかし
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概要
リサウンド・ネクシア™ は、充電式外耳道内レシーバ耳かけ型(RIE)の、次世代の最小型補聴器である。騒音下で
最高レベルの性能を提供し、優れたきこえを自動で実現する。指向性やノイズマネジメント機能、自動利得調整
機能は、補聴器の環境クラシファイアによる、環境の分類に基づき自動的に管理される。本論文では、さまざま
なプレミアム補聴器ブランドの環境分類の精度を比較し、自動設定を適用するためのアプローチの重要性を説明
する。日常生活における補聴器の使いやすさは、リサウンドにとって最優先事項であり、それは補聴器ユーザー
がきこえをコントロールできるように支援することを意味する。また、複数の補聴器ブランドの高度なノイズマ
ネジメントシステムの性能について、補聴器ユーザーが周囲環境を、実際にどの様に感じることができるのかに
ついても調査した。
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ながら、適用する指向性マイクパターンの手法によっては、
装用者から本来の聞きたい音を奪ってしまう可能性がある。
さらに、指向性マイクの技術的な欠点として、音の方向に関
わらず低周波数に対して感度が低い、風切り音の影響を受け
やすい、自分の声が大きく聞こえる、音源方向認識や両耳聴
覚の手がかりが失われるなどが挙げられる。 

両耳装用した補聴器の4つのマイクをすべて使用する、リサ
ウンド独自の両耳ビームフォーミング技術によって、従来
の技術より信号対雑音比 (SNR) が 4.36 dB（150%）優れて
おり、指向性の効果が上回っていることが示されている。7  
この性能の飛躍は、頭部と胴体の音響効果をよりよく考慮
する両耳ビームフォーミングの分解能が向上したことに
よって可能になった。ビームフォーミングは ３つに分けら
れたマルチバンドシステムの中周波帯域バンドでのみ実行
されるが（図 1）、重要な両耳の聴覚の手がかりが保持さ
れるため、全帯域ビームフォーミングを行う他社の補聴器
と比較して、同等の指向性効果が期待される。

指向性混合率調整機能 5 kHz

低周波帯域 中周波帯域
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図 1.リサウンド・ネクシアの独自の 3 つに分けたマルチ バンド指向性システムは、
自然な音質と空間聴取の手がかりを維持しながら、信号対雑音比(SNR)を向上させる。
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図 2.リサウンドの両耳聴取戦略による、マイクモードの自動割り当てで、日常のあらゆる状況においてきこえを最適化する。

最も実用性の高い指向性に重点を置いたリサウンドのア
プローチは 2000 年代初頭に考案され、難聴者が“聞き取
りが良い側の”耳で聞いたり、両耳聴によって周囲の状況
を認識したりする方法に基づいている。この研究の方向性
は、補聴器ユーザーが常に関心のある信号に向いているこ
とを前提とした、従来の指向性技術に関する常識に反する
ものであった。“聞き取りが良い側の“耳で聞くという方法
に従い、装用者は目的の音に対して自身の位置を調整する
ことで、その音の聞き取りやすさを最大化し、その音を最
も良く再現する耳（信号対雑音比；SNR）に依存する。こ
のように集中する能力に両耳の指向性パターンが寄与して
おり、それについて Zurek が詳細に説明している。8  

“聞き取りが良い側の”耳で聞くというモデルの展開とし
て、両耳聴の無指向性パターンを含めることで、装用者が
周囲の音環境とつながり、認識し続けられる能力を説明す
ることができる。頭部陰影効果(ヘッドシャドー効果)は片
耳の信号対雑音比(SNR)を向上させる役割を果たしている
が、音の認知戦略では、両耳が頭部の幾何学的な位置にあ
ることで、装用者が音響的に自然なリスニング環境とつな
がっていることに着目している。装用者は自身の意志で、
“聞き取りが良い側の”耳で聞くという方法、または意識的
な聞き取り方法のいずれかを使用できる。 

両耳間通信機能を用いたリサウンドの両耳聴取戦略に
より、自動的に指向性モードを4つのパターンから適用し、
日常生活における聞き取りを最適にサポートする（図2）
空間認識の手がかりの維持モード(Spatial Cue Preservation 
mode)は、静かで適度に複雑なリスニング環境において、
装用者が方向を把握するために、空間的な聴覚の手がかり
に頼る可能性が最も高く、音質が特に重要な場合に有効で
ある。音声が複数の場所に存在する、より雑音の多い状況
では、両耳聴モード(Binaural Listening mode)により非対称
指向性モードが適用される。両耳ビームフォーミングレス
ポンスは片側で提供される。さらに、ビームフォーミング
側からの音は、反対側にストリーミングされ、全方位で最
高の可聴性を実現する。最後に、雑音の多い状況下で、音
声が正面にしか認識されない場合、会話優先モード(Speech 
Intelligibility mode)により、両側の補聴器で両耳ビーム
フォーミングが使用される。

両耳聴サポートの歴史
リサウンド の両耳ノイズマネジメントシステムの最初の
試みは 2008 年に導入された。世代を重ねるごとに、実社
会の静寂環境と騒音環境の両方において、人が自然に耳を
傾ける方法をサポートする機能が進化してきた。近年、
他社補聴器メーカーでも、騒音下でも周囲の状況から切り
離されることなく聞き取れること、両耳聴および空間聴取
の手がかりを維持することの重要性を訴え始めている。こ
れは、リサウンドがずっと正しい道を歩んできたことを物
語っている。図 3 に、リサウンド両耳聴取戦略がどのよう
に進化してきたかを概略的に示す。 
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補聴器の中核
すべての補聴器の動作は、入力音レベルによって始まり、
出力の増幅と制限を決定する環境音響によって管理され
る。今日の最新補聴器は、単なる音響処理だけでなく、
さまざまな音響処理機能をいつ、どのように適用するかを
決定するために、さらに多くの音響特徴を抽出する。これ
らの音響特性を分析するシステムは、一般的に環境クラシ
ファイアと呼ばれる。このシステムは、装用者のニーズを
満たすための設定が、さまざまな環境で自動的に適用され
ることを決定する重要な役割を担っているため、基本的に
補聴器の中核となるシステムである。環境クラシファイア
の課題は、装用者の意図や、どのような音が関心のある音
なのか、あるいは雑音なのかを、音響データから推測する
ことが容易ではないことである。そのため、きこえを最適
化するための指向性やその他の設定を適用するアルゴリズ
ムは、必然的に未熟なものになる。自動的に適用される設
定は、設定を適用するための戦略、または環境分類のエ
ラー、あるいはその両方により、装用者の聴取意図を妨げ
るという予期せぬ影響を及ぼす可能性がある。

リサウンドは 2017 年の市販補聴器で、環境クラシファイ
アの精度について報告したが、その際、複数の話者やさま
ざまな背景雑音を含むより複雑な環境は、人間の知覚基準
に従って分類することが困難であることが確認された。5 
この研究では、補聴器をテストボックスに取り付け、さま
ざまな環境のループ音源に何時間も晒した後、それぞれの
フィッティングソフトウェアに接続し、環境クラシファイ
アよる環境分類を読み出した。ひとつの印象的な所見とし
ては、「音楽」の環境分類機能を搭載した補聴器は、人間
の評価と「一致しない」場合が多いという点だった。これ
は、音楽と音声が混在する環境では、装用者がどちらの信
号を聴きたいかを判断できないためである。この研究で
は、人間の被験者は、背景に音楽が含まれるスーパーマー
ケットでの会話を、「騒音下の音声」と分類していたが、
「音楽」の環境分類を搭載した補聴器は、この環境のかな
りの部分を「音楽」として認識した。Yellamsetty と他6 名
が同様の研究を実施し、より現実的な試験環境で、異なる
補聴器ブランドのシナリオ音源を提示し、音声や、その
他の音が届く方向も分類に含めることができるようにし
た。この試験の結果は Groth および Cui5 が行った研究と同
様に、環境の複雑さが増すにつれて、人間の判断と補聴器
の環境クラシファイアとの一致度は低下し、人間が音楽は

関心のある信号ではないだろうと評価した環境では、BGM
として認識された。 

この2つの研究の結果が類似していたため、現在販売されて
いる4つのプレミアムブランド補聴器とリサウンド・ネクシ
アを使用して、最初の実験を繰り返すことで、以前の結果
をアップデートした。人間の評価者の分類と高い一致率を
示した9つの異なるシナリオ音源に、補聴器を12時間から
24時間 設置し分析した。各ブランドのフィッティングソフ
トウェアから得られた測定値を、音声の存在と「音声では
ない」(これを「雑音」と分類した)に応じて、3 つの大まか
な環境にマッピングした。3 つの環境とは、「静寂と会話
のみ」、「騒音下での会話」、「雑音」である。 
精度は、評価者の分類と一致した曝露時間の割合を計算す
ることで測定した。3 つの環境ごとの結果と、3 つの環境の
合計に基づいた総合精度を図 4 ～図 6 に示す。すべての補
聴器は、「静寂と会話のみ」の環境で最も正確な結果を示
し、「騒音下での会話」において最も不正確な結果を示し
た。リサウンド補聴器はすべてのカテゴリーにおいて最も
精度が高く、総合精度は 91% であった。他社ブランドにお
ける総合精度は 39%（ブランド A）～71%（ブランド B）
であった。

結論は以下の通り：1）音響環境の識別にはブランド間の差
が依然として存在し、より複雑な環境は正確に分類するこ
とが難しい。 2）リサウンド補聴器は、他社補聴器ブラン
ドと比較して、環境分類の精度において引き続きこの分野
をリードしている。 3）音楽を識別する機能を有する補聴
器は、分類において最もエラーが多い。このようなエラー
は、実社会において、複雑な環境の中で「音楽」を関心の
ある信号と間違えることが含まれる。
しかし、この研究では、評価者が満場一致で雑音源と判断
するもの（掃除機の作動音）に対して、「音楽」と誤認識
する奇妙なエラーが生じることも観察された（図 6）。音
楽を聴くことは意図的な活動であるため、リサウンドは補
聴器の処理を制御するために、あえて音楽の分類は含まれ
ていない。その代わりに、装用者が選択することができ
る、音楽を聴くために最適化された専用のプログラムが用
意されている。したがって、聴覚ケア専門家 は、どのよう
な音が存在するかに関わらず、360 オールアラウンドが周
囲の音響環境に対して適切なサポートを提供していること
を確信できる。 

図 3.リサウンドは 20 年近くにわたり、両耳連動型の指向性マイク戦略を採用してきた。技術の進歩とともにこの戦略に改良が加えられ、最終的に 360 オールアラウンドが完成した。

リサウンド・ネクシア、
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リサウンド・アレラ、
リサウンド・ライブ
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8.6 dB の信号対雑音比；SNR を実現する 4 マイク
ビームフォーミング
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3 つの環境に対する環境分類の精度
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図 4.環境分類の精度は、シナリオ音源に曝露された時間のうち、人間の評価と一致した
時間の割合を計算することで測定した。リサウンドの環境クラシファイアが最も高い精
度を示した。

3 つの環境に対する環境分類の総合精度
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図 5.各補聴器ブランドの異なるシナリオ音源における精度。

音楽と認識された掃除機の音
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図 6.評価者が満場一致で「雑音」と分類した音が、環境クラシファイアに音楽識別機能
を備えた補聴器では「音楽」と認識された。これらの結果は、誤認識の割合が 14%～
92% であったことから、各ブランドが音楽の識別に使用している基準が大きく異なって
いる可能性を示唆している。

周囲の音声やその他の重要な音へのアク
セス
実際の生活では、顔を向けていない方向の音を聞くという
ことがよくある。例えば、テレビを見ながら裁縫など、他
の活動を楽しむ人もいる。そのためには、2 つの活動の間
で視覚的注意を分割し、音情報によりテレビ番組の内容に
ついていく必要がある。同様に、食堂で注文を待っている
人は、自分の名前が呼ばれるのを待ちながら、同伴者と会
話をしているかもしれない。Cord 、他9 人は、補聴器ユー
ザーに対し、積極的に聞いているときの関心のある信号の
位置など、日常的なきこえの状況のログを記入してもらっ
た。その結果、能動的な聴取時間の 32% が、装用者の横
や後ろから聞こえてくる音や、複数の場所から聞こえてく
る音や、動いている音に注意を払うことに費やされている
ことが確認された。また研究者らは、目標の音声が異なる
方位から聞こえるようにした騒音下の音声テストも実施
し、目標の音声が正面にない場合、両側対称の指向性が有
意に悪い成績をもたらし、非対称指向性レスポンスがより
良い成績をもたらすことを発見した。これらの結果と一致

するように、リサウンドの両耳聴取戦略では、両耳の補聴
器を同期して調整することで、日常のあらゆる聞き取り状
況をサポートし、ときに頭部陰影効果やその他の生物学的
な利点を最大限に生かすために、左右で異なる空間指向性
パターンを適用する（図 2）。リサウンドの解決策におけ
るこの両耳間同期は、両側で適切な形状のビームが発生す
ることで、脳に送信するために必要なすべての重要な情報
を提供し、脳がこの情報をつなぎ合わせることで、非常に
自然で強化されたきこえを実現することができる。このき
こえへの対処は、何を重視するか、何を重視しないかを補
聴器ユーザーによって決定される。このようにリサウンド
は、補聴器ユーザーの周囲の音環境の情報が失われること
のない解決策を提供している。

すでにリサウンドでは、指向性マイクステアリング戦略によ
り、他社補聴器ブランドと比較して、後方や側方からの音声
へのアクセスが大幅に改善される一方で、前方の音声に対
しても同様の指向性効果が得られることが報告されている。
10 以前の研究は、両耳聴モード（図 2 参照）の補聴器と、両
耳ビームフォーミングを使用する他社補聴器の強い指向性設
定を比較した。Cord 他9 の研究と同様に、参加者は、前方、
側方、後方のいずれかから提示された発話を反復するよう求
められたが、 静的なスピーチノイズではなく、 目標音声と
異なる方向から提示された2人の話者音声が提示された。そ
のため、このタスクは非常に困難なものとなった。結果は、
音声が装用者の側方や後方にある場合、リサウンド両耳聴
モードの 信号対雑音比(SNR) が非常に優れていることを示
した。また、このテスト設定においては、リサウンドの最新
技術である360オールアラウンドでも、自動的に両耳聴モー
ド(Binaural Listening mode)になると考えられる。さらに、
Jespersen および Groth7 は、このモードでの「忠実な無指向
性」レスポンスによる可聴性(ビームフォーミング側から無
指向性側への音のストリーミング)が、ビームフォーミング
側からの音声に対しても、さらに良好な可聴性を提供するこ
とを実証した。したがって、リサウンドの最新技術では、
正面以外の方向から発生した音声の可聴性という利点が維持
され、強化されている。 

正面での会話に集中？
自動機能である360 オールアラウンドの会話優先モード 
(Speech Intelligibility mode)は、装用者の正面にのみ音声
が検出され、その他の方向は雑音の多い状況において、
両耳連動の強力な独自のビームフォーミングを作り出す。
背景雑音には他の人の発話が含まれるが、会話優先モード
(Speech Intelligibility mode)が作用している場合、このよ
うな会話の 信号対雑音比(SNR) は非常に悪くなる。データ
ロギングによると、この状態は多くの人において総使用時
間の 10% 未満となる傾向が見られる。日常の多くの環境
では、補聴器ユーザーの周囲にプラス(正)の 信号対雑音比
(SNR) の音声が存在するため、自動的に会話優先モードが
作動 することはほとんどないことが予想される。11 リサ
ウンドの指向性戦略は、補聴器ユーザーの正面の音声のみ
が対象の信号であると仮定したり、決定したりするのでは
なく、ユーザーの聴取意図に応じて両耳ビームフォーミン
グが作動することで、最大限の効果をもたらすことができ
る。フロントフォーカスは、この課題を解決できる、装用
者自身で設定可能な指向性機能である。フロントフォーカ
スの目的は、補聴器ユーザーが主に正面の話者に焦点を合
わせたい状況において、自動的に適用されるマイクモード
を無効にすることである。しかしながら、手動でフロント
フォーカスを作動させたときに、後方で関心のある音声が
発生した場合はどうなるかという疑問が生じる。例えば、
360 オールアラウンドに戻し忘れる可能性がある。「装用
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者は、正面以外の方向から聞こえてくる音声を聞き取るこ
とができるだろうか？」という疑問に答えるため、全帯域
の両耳ビームフォーミングで強力な指向性を提供する他社
の 2 つのプレミアム補聴器と、両耳ビームフォーミングは
使用しないが、装用者の正面以外の方向からの音へのアク
セスを謳う 1 つのブランドとの比較テストを行った。 

調査方法

参加者
軽度～中等度の感音難聴の成人で、補聴器装用経験の長い
ユーザー 11 人（男性 9 人、女性 2 人、平均年齢 65.1 歳、
範囲 22～79 歳）が参加した。 

補聴器
参加者はそれぞれ、リサウンド・ネクシアの外耳道内レ
シーバ耳かけ型(RIE)補聴器、および他社3社のプレミアム
ブランドの最新型 RIE 補聴器を装用した。比較対象とし
て、それぞれのノイズマネジメント能力により他社ブラン
ドが選択された。そのうちの 2 社は全帯域の両耳ビーム
フォーミング技術を使用し、残りの 1 社は従来の指向性と
ディープニューラルネットワークに基づく雑音抑制機能を
組み合わせたものである。各ブランドの初期設定となる利
得が処方され、信号処理の効果を最大化するために、各ブ
ランドの最も遮音性・密閉性の高い耳せんを使用して補聴
器を装着した。さらに、各ブランドで、最も強力なノイズ
マネジメント設定で実施した。リサウンド・ネクシアの場
合は、これをフロントフォーカスの設定とした。

テストの設定と手順
従来の騒音下の音声テスト
テスト対象の補聴器はすべて、後方にガヤガヤとした定常
雑音(スピーチバブルノイズ)が拡散している一方、正面に
音声を提示する従来のテスト環境で効果を示すと予想され
た。これを確認するために、Danish Dantale II センテンス
テスト12 を実施した。 

音声 雑音

図 8.従来の騒音下の音声テストでは、被験者はテスト環境に着席し、正面から音声、周
囲の 7 つのスピーカーからガヤガヤとした雑音(スピーチバブルノイズ)が提示された。

DAT テスト
テスト参加者は、“DATテスト“と呼ばれる適応型 言語音了
解度聞き取りテストを受けた。このテストでは、語音了解 
閾値 （SRT）における 信号対雑音比(SNR) が測定される。
本テストでは、目標信号と競合するようにノイズとマス
カー文章を用いる。情報的マスキングとエネルギー的マス
キングが起こるため、スピーチノイズやガヤガヤとした雑
音(スピーチバブルノイズ)と比べて非常に困難である。競
合する音声は明瞭であるため、DAT テストは、一般的な騒
音下の音声テストよりも、実社会の状況をよりよく表して
いると考えられる。 

文は、「(人名)ダグマー・アスタ・ティネ」のいずれかの
名前で始まり、2 つの目標名詞を含む固定のキャリア文で
構成され、被験者は「ダグマー」で始まるセンテンスの目
標名詞を繰り返さなければならない。3 セットの文章はそ
れぞれ異なる女性が話している。目標文章は一貫して65 dB 
SPLで再生した。マスカーは、「アスタ」と「ティネ」で
始まる文章で構成した。そのマスカー文章は、「ダグマー
文章」の再生中と同時に他のラウドスピーカーから再生さ
れたが、テスト参加者に対して、マスカー文章に注意を向
けるようには求めなかった。各テストにおいて、マスカー
文章の提示は、目標単語が正しく識別されたかどうかに応
じて 2dB ステップで調整された。 

各補聴器セットについて、図 9 に示すように、目標文章が前
方、または後方のラウドスピーカーから聞こえる 2 つの条
件を実施した。条件の順番は、被験者間で平衡化した。マス
カーは、残りの 2 つのラウドスピーカーから再生した。 

目標音声 マスカー音声 ノイズ

図 9.DAT テストの設定では、目標音声を前方または後方から提示し、マスカー文章は
側方と前方または後方から同時に提示した。また、低レベルのスピーチノイズも側面・
背面(3ヶ所)に提示した。
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結果と考察

従来のテスト
目標音声を前方に、騒音を後方に空間的に分離した騒音拡
散環境でテストしたところ、実施した補聴器ブランド間で
有意差は観察されなかった。各ブランドが最も得意とする
ノイズマネジメント機能は、おそらくこのような環境で良
好に機能するように最適化されていると思われるため、
これは既に想定された結果であった。リサウンドのフロ
ントフォーカスに採用されている両耳ビームフォーミン
グは、低周波帯域では無指向性、5000 Hz 以上では独立し
た固定型指向性レスポンスを提供していることを踏まえる
と、より積極的なノイズキャンセリング機能を備えた他社
ブランドと同等の性能であることは印象的である。 
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図 10.すべてのブランドの指向性システムは、各ブランドの技術に関係なく、従来のテス
ト環境では性能に有意差は見られなかった。

DAT
テストの 88% において、リサウンドのフロントフォーカス
は、競合ブランドと比較して、後方からの音声の聞き取り
が 2dB 以上優れていた。競合ブランドについては、結果に
有意差がなかったため、参加者ごとに平均した。この平均
値と比較すると、後方からの音声の 信号対雑音比(SNR)に
おいて、リサウンドのフロントフォーカスで 5.7 dB、他の
ブランドで 10.1 dB となり、リサウンドが 4.4 dB の大幅な
改善（p>.01）を示したのが理解できる。

従来の騒音下の音声テストの結果と合わせて考えると、こ
れらの結果は、オーガニックヒアリングの理念が、いかに
実用的に補聴器ユーザーに役立つ解決策となることを示す
説得力のある結果となっている。補聴器ユーザーが初期設
定の自動プログラムに戻すのを忘れてしまうような前述の
例では、フロントフォーカスは、正面の音声に対する指向
性の利点を損なうことなく、全方向で他の解決策よりもは
るかに優れた音声アクセスを提供する。フロントフォー
カスは、360 オールアラウンドの会話優先モード (Speech 
Intelligibility mode)と同様に、補聴器ユーザーが周囲の状況
から切り離されることなく、必要に応じて対象を知覚した
り、注意を向けたりすることができる。
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図 11.目標音声を後方から提示し、競合するマスカー音声を側方および前方から提示した
場合、他社ブランドと比較して、リサウンドでは目標音声の聞き取りが大幅に向上した。

まとめ
今日の補聴器は、指向性を含むさまざまな補聴器機能を管
理するために自動アルゴリズムを適用している。これらの
アルゴリズムの動作は、補聴器によって行われる音環境の
分析に基づいている。そのため、補聴器ユーザーの聴取意
図を妨げるような設定とならないよう、環境クラシファイ
アが可能な限り正確であることが重要である。リサウンド
はすでに、複雑なリスニング環境では環境クラシファイア
がしばしば不正確であること、そしてその不正確さの多く
は、音楽の識別に起因していることを示した。補聴器に関
する最新の調査の結果、リサウンドは依然として最も正確
な環境クラシファイアを有することを示した。補聴器を管
理するために、環境クラシファイアのデータを使用する根
拠も重要である。リサウンドが掲げるオーガニックヒアリ
ングの理念は、補聴器が装用者にとって適切な音を決定す
るのではなく、装用者がきこえを管理できるようにするこ
とを目指している。

他社の補聴器ブランドによっては、自動的に、または装用
者が選択できる機能として、強力なノイズマネジメント機
能を適用している。リサウンド・ネクシアでは、目の前の
会話に集中したい状況において、フロントフォーカスを使
えば、補聴器による自動機能を無効にすることができる。
フロントフォーカスは、音声が前方にある場合に、装用者
が周囲の環境から切り離されることなく、他社ブランドと
同等の効果を提供することをリサウンドは実証した。さら
に、フロントフォーカスでは、全帯域の両耳ビームフォー
ミングや、周囲の音へのアクセスを謳う他社ブランドと比
較し、装用者の後方からの信号対雑音比(SNR)を 4.4dB 向
上させた。
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